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 あ
と
が
き 
様
々
に
漱
石
の
作
品
論
を
書
き
続
け
て
き
た
が
、
文
体
、
生
涯
、
時
代
と
の
関
わ
り
な
ど
を
ま
と
め
る
べ
く
、
今
後
『
道
草
』
論
を
用
意
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
漱
石
文
学
の
位
置
を
見
直
し
た
い
。『
道
草
』
の
前
ま
で
は
、
写
生
文
の
語
り
に
よ
る
小
説
な
の
だ
が
、『
道
草
』
は
写
生
文
の
枠
を
破
り
、
そ
の
創
作
態
度
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
「
自
然
」
「
天
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
。
ゆ
え
に
、
『
道
草
』
と
と
も
に
語
ら
れ
る
「
則
天
去
私
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
も
挑
戦
し
た
い
。 
ま
た
、
『
明
暗
』
執
筆
中
の
午
前
は
小
説
を
、
午
後
に
は
漢
詩
を
制
作
し
た
と
い
う
小
説
と
漢
詩
の
問
題
に
挑
み
、
詩
と
小
説
の
間
に
埋
め
ら
れ
た
漱
石
固
有
の
東
西
文
学
の
隔
絶
の
深
さ
を
、
析
出
し
た
い
と
考
え
る
。 
   
  
                  
182
1 .2 .3 .4 .5 .6 .7 .8 .9 .1 0 .1 1 .1 2 .
? ? ? ?
? ? ?
?
? ? ? ? ? ?
㧝
ẇ
⍹
ߣ
ࠝ
ࠞ
࡞
࠻
䎄
ೋ
ᦼ
⠡
⸶
䎲
௅
⌁
ⴚ
䎳
䐳
 
	




䐴
ࠍ
߼
ߋ
䏉
ߡ
䎄
䐳
䎲
࿖
ᢥ
⺰
ฌ
䎳
╙
㧟
㧤
ภ
࡮
␹
ᚭ
ᄢ
ቇ
ᢥ
ቇ
ㇱ
࿖
⺆
࿖
ᢥ
ቇ
ળ
㧞
㧜
㧜
㧣
࡮
㧟
䐴
㧞
෻
࡮
ቇ
ᩞ
ዊ
⺑
䎴
ဌ
䏉
ߜ
߿
ࠎ
䎵
䐳
䎲
࿖
ᢥ
⺰
ฌ
䎳
╙
㧞
㧥
ภ
࡮
␹
ᚭ
ᄢ
ቇ
ᢥ
ቇ
ㇱ
࿖
⺆
࿖
ᢥ
ቇ
ળ
㧞
㧜
㧜
㧜
࡮
㧟
䐴
࡮
㧟
ታ
㛎
⊛
ዊ
⺑
ߣ
ߒ
ߡ
ߩ
䎴
㐷
䎵
⺰
䎄
䐳
䎲
౓
ᐶ
࿖
ṽ
䎳
╙
㧠
㧤
ภ
࡮
౓
ᐶ
⋵
㜞
╬
ቇ
ᩞ
ᢎ
⢒
⎇
ⓥ
ળ
࿖
⺆
ㇱ
ળ
㧞
㧜
㧜
㧞
࡮
㧟
䐴
㧠
኎
ߒ
޿
ㄭ
ઍ
䎄
䎴
ḩ
㖧
ߣ
ߎ
ࠈ
ߤ
ߎ
ࠈ
䎵
⺰
䎄
䐳
䎲
࿖
ᢥ
⺰
ฌ
䎳
╙
㧟
㧞
ภ
࡮
␹
ᚭ
ᄢ
ቇ
ᢥ
ቇ
ㇱ
࿖
⺆
࿖
ᢥ
ቇ
ળ
㧞
㧜
㧜
㧞
࡮
㧤
䐴
? ? ?
?
? ? ? ? ?
1 8 3
